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定曲線を求めた結果を第1図に示す．波長はいずれも

580mμを使用した．

　1；Fe　＋をpH1～1・5で0・05M　EDTAで滴定し
た結果を示す．

　III：Fe＋＋＋1：Al＋＋＋50の重量比の混合液中のFe　＋を

pH　2・　2（緩衝液としてモノクロル酢酸を使用）において

0・01MEDTAで滴定した結果を示す．

　皿：0．02M　EDTAを0．02MCuSO4でpH6．2（緩

衝液として酢酸ナトリウムを使用）において滴定した結

果を示す．

　】V：Al’“＋と反応した過剰のEDTAを0．02MCuSO4

でpH二6．2～8，2（緩衝液としてNH、OH＋酢酸ナトリウ

ムを使用）において滴定した結果を示す．

　V：Fe“”，　A1＋＋＋と反応した過剰のEDTAを0．02M

CuSO4でpH　6．2～8．2（緩衝液としてNH、OH＋酢酸ナ

トリウムを使用）において滴定した結果を示す．

　以上の結果からFe”’単独の場合は，終点は明瞭に求

められるが，Fe…，　Al”＋混合液の場合は，終点がやや不

明瞭であり，かつ視覚滴定に比し長時間を要する欠点が

あった．

　4）　考　察

　第1表は濃度既知のFe”’，　Al’＋＋混合液を本法によっ

て定量した結果を示すものである（3～4回行った平均

値を示す）・

　　　第2表合成溶液中のFe＋＋＋，　Al“＋’の定量

No

12345

添　　加　　量

Fe柵mg

1，118

2．24

5．59

2．24

22．4

Al＋÷＋mg

5．52

5．52

5．52

11．04

5．52

実　　測　　値

Fe“＋＋mg

1．12

2．22

5．60

2．24

22．4

Alや榊mg

5，53

5．51

5．54

11．08

5．51

　第2表は多量のMgC1，，　CaC1、（Mg＋÷と．して100　mg，

Ca＋＋として50　mg）と共存する混合液からFe＋＋＋，　Al＋＋＋を

常法によって分離したものにっいて定量を行った結果を

示すものであるが，いずれも満足すべき結果を得ること

ができた．

　Fe…はキレート滴定ではpH　3位で滴定するのが最適

であるが，Al＋＋＋が多量に存在する場合は影響を受け易い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウら，pH　1．5～2．2位で滴定を行う方がよい．またFe”

単独の場合はpH　1でも十分滴定可能である．

　A1…とEDTAとのキレート生成は常温では反応が

遅く加熱することによって，反応を迅速に進めることが

できるが，この際の指示薬の変色はたとえ滴定の当量点

近くでpHを5以上に上げて滴定しても紫～黄色に変る

終点が不明瞭であり，さらFe”“にが共存すれば，これ

の判別は困難である．そのためにCu＋＋溶液で逆滴定を

行うのであるが，Al・EDTAよりCu・EDTAの方がキレ

ート生成が高いため，A1榊が遊離するおそれがあるが

上記pHではAl…は遊離することはない．

　Mg”，　Ca＋＋はpH　5位ではEDTAとはほとんどキレ

ート生成を行わないが，Al＋＋＋を定量する際に溶液を加

温するためMg““，　Ca”の一部がEDTAと反応するため

に，多量のMg”，Ca＋＋の存在する時はFe＋＋＋，Al’†÷を

NH40Hで分離しなければならないのである．

　5）　むすび

　従来Al＋＋＋の定量法としては良好な方法がなかったが，

本法によってFe＋＋＋とAl…の同時定量が可能であるこ

とが確められ，硫酸響土等の工業薬品，あるいはセメン

ト等珪酸塩の酸化鉄，アルミナの迅速定量法に応用でき

ることが期待さ：れるのである．　　　　　（1957．　6・4）
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